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１　はじめに

　昨年（2006年）度、本学では地域の方々を対
象に家庭の中で養育上「気になる」子どもとそ
の養育者への支援を目的とした公開講座を企画
し３回実施した。この企画はリハビリテーショ
ンを専門とする大学として、「子育て」という
キーワードで地域の方々への支援を行う最初の
取り組みであった。この地域の子育て支援の取
り組みは、今年度も継続して行なった。昨年度
の取り組みは講演、パネルディスカッションな
ど聞いて学ぶことを柱にした企画であったが、
今年度は養育者である父親・母親の養育力を高
めることを目的に、子どもの大好きな絵本・手
遊び・リトミック遊びを通して、直接父親・母
親が子どもと関わる機会や場面をできるだけ多
く設定し、実際の場面で本学の教員が指導する
方法を試みた。
　子育て支援を柱に、養育者に子どもへの具体

的な接し方、理解の仕方を子どもの好きな遊び
を中心に伝えることは、大学の地域貢献として
有意義な事業と考える。今年（2007年）度は、
公開講座「子育て支援」─いっしょにあそぼう
─の取り組みを４回企画し、３回実践したので
以下報告する。

２　 公開講座「子育て支援」─いっしょ
にあそぼう─の企画の概要

２.１　目的

・地域の方に対し本学教育の理解を図ると共
に、地域支援センターとしての役割を担う。

・就学前児童および障害を持つ児童を対象に遊
びを通して子育て支援を行う。

・子どもの遊ぶ姿を養育者と一緒に見ることに
より、生活場面において子育てに関わる不安
を軽減するとともに、相談業務を実施する。
必要に応じて、別途相談日時を設け個別相談
を行う。

・保護者が子どもを理解することを援助し、保
護者同士のつながりを深める。地域の子育て
をする上で生じる不安や悩み、養育者の健康
維持などに対して相談や支援を行う。
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２.２　対象

　子育てをしている父母及びご家族、療育・教
育関係者

２.３　取り組み

　公開講座「子育て支援」─いっしょにあそぼ
う─の取り組み経過は以下の通りである。
　第１回　７月18日（水）
　第２回　８月21日（水）
　第３回　12月13日（木）
　第４回　２月20日（水）
　※ 毎回、13時受付、13時30分～15時まで子育
て支援プログラム、希望者は15時から個別
相談実施

３　 第１回公開講座「子育て支援」─い
っしょにあそぼう─の取り組みにつ
いて

３.１　第１回公開講座のプログラム

　第１回　７月18日（水）に行ったプログラム
は以下の通りである。
（１）はじめのあいさつ
　あくしゆでこんにちはの歌
　 「てくてく　てくてく歩いてきて　あくしゅ
で　こんにちは　ごきげんいかかが」

　＊ リーダーの指導で、振りもつけて子どもと
母親が歌う

（２）歌ってあそぼう（手遊び）
　１） あたま　かた　ひざ　ボン（ねらい：ボ

ディーイメージ）
　２）手をたたきましょう（ねらい：表現）
　３） 大きなくりの木の下で（ねらい：動作模

倣）
　４）やまごやいっけん（ねらい：動作模倣）
　５）一本橋こちょこちょ（ねらい：感覚遊び）
（３）絵本で遊ぼう
　１）いろんな音を出してみましょう

　　（使用する絵本） 五味太郎、偕成社「ぽぽぽ」
五味太郎、文化出版局「ぐ
うぐうぐう」福音館、「こ
けこっこう！」

　　＊ 先にリーダーが読みの手本を示し、その
後母親に実演してもらう

　２）いっしょにかけ声をだしてみましょう
　　（使用する絵本） 福音館、「おおきなかぶ」
（４）休憩　
（４）身体を動かしてあそぼう（リトミック）
　１）「カメ」（ねらい：四ツバイ移動）
　２）「ライオン」（ねらい：高バイ移動）
　３）「トンボ」（ねらい：ストップモーション）
　　＊ ストップモーションの意味：曲が止まる

と動きをやめ、曲が始まると動く
（５）おわりのあいさつ
　「あくしゆでこんにちは」の歌で終わる

３.２　プログラムのねらい

　参加者は初対面の方が多いので、親子で握手
したり、近くのいる人と握手してなごやかな雰
囲気でプログラムをスタートできるように考え
た。
　手遊びは、リーダー役の手本に従い動作まね
を子どもがすることで、しっかりみる活動、親
子が一緒に参加する気持ちをふくらますように
配慮した。またその場の雰囲気で、キーボード
の演奏スピードを変えたり、音の強弱を変えた
りした。
　絵本では、リーダー役がまず最初に絵本の実
演を行い、母親を指名して子どもの前で読む活
動を通して本読みに自信を持ってもらおうと考
えた。
　休憩時間にはあらかじめ用意した絵本を自由
に閲覧してもらい、親子で絵本にふれる時間と
場所を設定した。
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３.３　実施場所、実施時間

　本学２号館１階集団療法室、13時30分～15時

３.４　参加者数

　９組23名（大人９名、子ども14名）、その他
見学者が１組（大人１名、子ども１名）

３.５　実施後の反省

　第１回目のプログラム実施後の反省会で出た
意見は以下の通りである。
（１） 親が主役になる場面が少なかった。今後、

親力を育む内容を検討する。
（２） プログラムに盛り込んだ内容が多かった。
　　　 手遊び歌はもう少し少なくし、親が覚え

れるように何回もくり返すようにするな
ど工夫が必要である。

（３） リーダー役の教員が絵本読みの手本を示
したのは、親が真似しやすくなるのでよ
かった。

（４） 休憩を途中に入れたのはよかった。トイ
レや水分で必要である。次回のプログラ
ムも途中休憩を入れるようにする。

（５） 受付開始から始まるまでの参加者の時間
の過ごし方を検討する。

　　　 例えば、準備した絵本を親子で見てもら
う時間にしたり、養育者のリクエスト、
絵本の読み方の相談に乗る時間にするな
ど。

（６） お茶などの水分は参加者が持参するよう
案内していたが、忘れた方もおられたの
で大学の方でも準備しておいた方がよ
い。

（７） 食事をしているお子さんがいた。今後、
保護者の方に飲み物以外は持参しないよ
うに呼びかける。

（８） 会場と受付の連携を密にする。
（９） 部屋の間仕切り用のパーテンションの隙

間に入るお子さんが何人かいた。入れな

いようにするか、注意をきちんと事前に
行う。

（10） 親同士のワークショップという形式も今
後検討する。

３.６　参加者のアンケート結果

　アンケートは資料１を参照。結果は以下の通
りであった。
・参加者全員からアンケートを回収した。（９

名）
・取り組み内容に関しては、参加者全員がよか
ったと回答。

・取り組みを知ったきっかけは、知人（４名）、
ポスター（２名）であった。

　→　 昨年度の取り組みによって、子育て支援
の企画が地域に少しづつ浸透してきてい
る。

・今後取り上げて欲しい企画
　 身体を動かす遊び（４名）、絵本２名、歌遊び、
おもちゃ遊びなど各１名。その他親子料理と
いう意見も１名あった。

・今後の取り組みでおやつを希望される方が２

名いた。
・今回は駐車場のスペースに問題はなかった。
・次回の案内を希望されている方は、９人中８

名であった。

４　 第２回公開講座「子育て支援」─い
っしょにあそぼう─の取り組みにつ
いて

４.１　第２回公開講座のプログラム

　第２回　８月21日（水）のプログラムは基本
的には第１回と同様である。
　プログラム実施にあたって、手遊び歌は同じ
曲をくりかえし行い、親と子どもが覚えること
ができるように配慮した。
　第２回目の絵本は、子どもが親しみを持てる
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ように、子どもの好きなキャラクターであるノ
ンタン絵本を使った。ノンタン絵本は、年少児
でも楽しめる簡単なストーリーで、場面の繰り
返しが多いという利点があった。

４.２　実施場所、実施時間

　本学２号館１階集団療法室、13時30分～15時

４.３　参加者数

　18組36名（大人18名、子ども18名）

４.４　実施後の反省

　第２回目のプログラム実施後の反省会で出た
意見は以下の通りである。
（１） プログラムはほとんどの参加者から喜ば

れている。
（２） 絵本を読んでもらう親選びは、突然お願

いするのではなく、心の準備もあるので
早めにお願いした方がよい。

（３） 手遊び歌は、子どもの様子も見ながらも
っとゆったりしたペースで何度もくり返
した方がよい。

（４） 休憩時間は親への個別指導や相談に乗れ
る時間として活用することを検討する。

（５） 子どもが楽しんで遊ぶ姿を見て、子育て
に役立つ生きた知識を参加者が得ている
ことから、子育て支援プログラムの目的
が達成されつつある。

４.５　参加者のアンケート結果

　アンケートは資料１を参照。結果は以下の通
りであった。
・参加者全員からアンケートを回収した。（18

名）
・取り組み内容に関しては、よかった（16名）、
どちらともいえない（２名）、よくなかった（０

名）で、参加者のほとんどに満足していただ
ける内容であった。

・取り組みを知ったきっかけは、知人（４名）、
施設・学校等の先生の紹介（３名）、

　 ポスター（１名）、その他９名（内訳：郵送
の案内２名、案内メール２名、公民館３名、
大学HP２名）であった。前回よりもさらに、
子育て支援の企画が地域に浸透してきている
ことを示す結果が得られた。

・今後取り上げて欲しい企画
　 子ども同士のトラブルについての解決法の話
し（１名）、今回のような手遊びや身体を使
った遊び（１名）、０歳児でも楽しめる遊び、
戸外遊び（２名）、室内遊び用の道具作り（１

名）、定期的にして欲しい（１名）狭い場所
でも可能な親子体操やストレッチ（１名）、
リトミック（１名）などの回答が寄せられた。
第１回目と同様、身体を動かす遊びの要望が
多かったが、前回よりも幅広い要望が寄せら
れた。

・今回の企画で子育てに参考になったかどうか
の問いに対しては、参加者全員から参考にな
ったとの回答が得られた。

　 参考になった点は、絵本の読み方（９名）、
手遊び（７名）、スキンシップ（１名）、身体
を動かしてあそぶ大切さ（１名）、子どもと
一緒に遊ぶ内容（１名）、絵本に興味がある
ことに気づいた（１名）子どもが大声で笑っ
ていたこと（１名）などである。

・次回の案内を希望されている方は、18人中17

名であった。

５　第３回公開講座「子育て支援」─い
っしょにあそぼう─の取り組みについて

５.１　第３回公開講座のプログラム

　プログラムの目的、ねらいは第１回、２回と
同様だが、第３回はプログラムの流れを以下の
ように整理した。
（１） 最初の手遊びを２曲位に絞り子どもたち
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が十分楽しめるように、また参加された
親が家庭に帰ってから手遊びを思い出せ
るようにくり返し何度も行える余裕をプ
ログラムに持たせた。そして時間があれ
ば他の手遊びを最後に紹介することにし
た。

（２） 絵本の手本を示した後すぐに参加者に実
演してもらうのは無理があるので、休憩
時間に親指導を行うことにした。さらに
休憩時間中に、参加者の中から絵本の実
演をしていただく候補者を事前に選び、
声かけをしておけるよう工夫した。

　第３回　12月13日（木）に行ったプログラム
は以下の通りである。
（１）はじめのあいさつ
　あくしゆでこんにちはの歌
　 「てくてく　てくてく歩いてきて　あくしゅ
で　こんにちは　ごきげんいかかが」

　＊ リーダーの指導で、振りもつけて子どもと
母親が歌う

（２）歌ってあそぼう（手遊び）
　１） あたま　かた　ひざ　ボン（ねらい：ボ

ディーイメージ）
　２）手をたたきましょう（ねらい：表現）
（３）絵本で遊ぼう
　１）場面の繰り返しをたのしむ絵本
　　（使用する絵本） さいとう　しのぶ作、み

ね　よう原案、リーブル
　　　　　　　　　　「あっちゃん　あがつく
　たべものあいうえお」
　２）簡単なストーリー絵本
　　（使用する絵本） なかの　ひろたか作・絵、

福音館「ぞうくんの　さ
んぽ」

　　＊ 先にリーダーが読みの手本を示す。取り
上げるのは「あいうえお」の部分。

（３）休憩

（４）絵本タイム（お母さんに読んでもらおう）
　〈読み方のアドバイス〉
　１） 恥ずかしがらずに、子どもの頃に戻った

かのような気持ちで読む。
　２）ゆっくり、楽しく読むのが最大のコツ。
　３） 本読みはうまいへたは関係ない。それぞ

れの読み方の個性があってよい。
（５）身体を動かしたり、遊んだりしよう
　１）リトミック遊び
　　①「カメ」（ねらい：四ツバイ移動）
　　②「ライオン」（ねらい：高バイ移動）
　　③「トンボ」（ねらい：ストップモーション）
　２）手遊び歌
　　① 大きなくりの木の下で（ねらい：動作模

倣）
　　②やまごやいっけん（ねらい：動作模倣）
　　③一本橋こちょこちょ（ねらい：感覚遊び）
（６） おわりのあいさつ（あくしゆでこんにち

はの歌）
　 「てくてく　てくてく歩いてきて　あくしゅ
で　さようなら　またまた　あした」

５.２　実施場所、実施時間

　本学２号館１階集団療法室、13時30分～15時

５.３　参加者数

　18組38名（大人18名、子ども20名）

５.４　実施後の反省

　第３回目のプログラム実施後の反省会で出た
意見は以下の通りである。
（１） 人数が多く、就学児も参加しているため

プログラムのレベルを設定することが難
しい。

（２） 始まるまでの間、受付に時間がかかるの
で学生ボランティアも含め体制強化が必
要である。

（３） プログラム実施中も安全対策のため集団
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療法室の外にも要員確保が必要である。
（４） 親指導のプログラムを今後も研究する必

要がある。

６　終わりに

　昨年に引き続き、公開講座「子育て支援」─
いっしょにあそぼう─の取り組みを４回実施
し、今年度の企画すべてを終了した。２年に及
ぶ取り組みの中で、子育て支援の取り組みが地
域に定着し、もっと回数を多くして欲しいなど
の声も多数寄せられるようになった。内容的に
は、親指導をさらに充実させることなど、今後
に向けた課題が残されている。本学の取り組み
は始まったばかりであり、地域の期待からすれ
ばまだまだ取り組みの規模も小さく今後の発展
が望まれる。地域の子育ての支援センターとし

て、父母の子育てを応援する取り組みは、今後
ますます重要になってくる。次年度も継続して
「地域の子育て支援」を行っていきたいと考え
ている。
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〈資料１〉
　本日は、公開講座「地域の子育て支援」─いしょにあそぼう─にご参加いただきありが
とうございました。今後の取り組みが、皆様のご期待にそえるものになるためにも、お手
数をおかけ致しますがアンケートにご協力いただきますようお願い申し上げます。

　　　性別　　男　・　女　　　　　　　　　年齢　　　　　歳代
（１）今回の取り組みはどのようにしてお知りになられましたか。　　　（複数選択可）
　　　①　ポスター（ご覧になられた場所は　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　②　施設・学校等の先生から紹介された　　③　知人に誘われて
　　　④　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（２）会場まではどのようにしてお越しになられましたか。
　　　①　徒歩　　　　　　②　自転車　　　　③　公共の交通機関（　　　　　　　）
　　　④　自家用車　　　　⑤　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（３）今回はどなたとお越しになられましたか。　　　　　　　　　　　（複数選択可）
　　　①　知　人　　　②　お子さま（　　　人）　　　③　配偶者　　　
　　　④　先　生　　　⑤　職場の関係者
　　　⑥　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（４ ）本日の「地域の子育て支援　～いっしょにあそぼう」の取り組みについて、ご意見
をお聞かせ下さい。

　　１．今回の内容は、予想されていた内容でしたか。
　　　①　予想していた内容　　②　どちらかともいえない　　③　違った内容
　　２．内容はいかがでしたか。
　　　①　よかった　　　　　　②　どちらともいえない　　　③　よくなかった
　　３．今後取り上げてほしい、親子のあそびについて何かございましたらご記入下さい。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（５）その他、本学で取り組んで欲しいことがあればご記入下さい。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（６）今後このような催しをご案内したいと思いますが、ご希望されますか。
　　　①　郵送での案内を希望する　　②　希望しない　②　その他（　　　　　　）
　　　※　案内を希望される方はご連絡方法とご連絡先をご記入下さい。
　　　ご連絡方法：郵送、メール、その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　ご希望者氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　ご住所・FAX・メールアドレス等ご連絡先
　　　　〒
　　　　メールアドレス：　　　　　　　　@　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ご協力いただきありがとうございました。今後の取り組みに活用させて頂きます。


